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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ最高水準の医療を提供します。　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます

遺
伝
子
変
化
に
対
応
す
る
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療

　

従
来
の
が
ん
治
療
で
は
、
例
え
ば
肺

に
で
き
た
が
ん
は
肺
が
ん
、
胃
に
で
き

た
が
ん
は
胃
が
ん
と
し
て
治
療
方
針
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
医

学
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

遺
伝
子
の
変
化
が
が
ん
の
原
因
や
進
行

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
同
じ
肺
が
ん
、
胃
が
ん
で
あ
っ
て

も
、
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
の
特
徴
は
患

者
さ
ん
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
を

踏
ま
え
て
提
供
さ
れ
る
「
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
」
で
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
の
特
徴
を
よ
く

調
べ
た
上
で
、
が
ん
の
原
因
と
な
る
遺

伝
子
の
変
化
が
特
定
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
遺
伝
子
の
変
化
に
対
応
す
る
治
療

薬
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

検
査
体
制
な
ど
を
整
え
た
ゲ
ノ
ム
医
療

セ
ン
タ
ー

　

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
全
国
ど
こ
で
も

受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
当
院

を
は
じ
め
と
す
る
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

中
核
拠
点
病
院
」
で
す
。
中
核
拠
点
病

院
に
は
、
専
門
的
な
治
療
を
行
う
医
師

や
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、

遺
伝
子
検
査
や
遺
伝
子
情
報
の
管
理
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
に
関
す
る
臨
床
研
究

や
新
薬
開
発
へ
の
取
り
組
み
体
制
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
院
は
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
が
ん
診
療
の
実
績
を
強
み

に
、
今
回
「
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
横
断
的
な
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

の
提
供
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
で
具
体
的
に

行
わ
れ
る
医
療
と
し
て
、
が
ん
細
胞
の

何
百
も
の
遺
伝
子
を
一
度
に
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
検
査
を
行
い
、
遺
伝
子
変

化
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
専
門
家

が
個
々
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な

治
療
方
針
を
検
討
し
ま
す
。
た
だ
、
検

査
費
用
は
自
己
負
担
で
55
万
円
程
か
か

り
、
検
査
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
必

ず
し
も
最
適
な
治
療
法
が
見
つ
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
検
査
で

予
期
せ
ぬ
遺
伝
子
の
変
化
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
が
予
想
さ

れ
る
患
者
さ
ん
な
ど
に
は
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
て
い
た
だ
く
可
能
性

も
あ
り
、
検
査
を
行
う
に
は
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を 

構
築

　

東
海
・
北
陸
地
区
で
は
、
中
核
拠
点

病
院
で
あ
る
当
院
に
加
え
て
近
隣
14
の

医
療
機
関
が
連
携
し
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
連
携
病
院
の
患
者
さ

ん
も
、
当
院
を
通
じ
て
最
新
の
遺
伝
子

検
査
や
専
門
家
の
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス

が
得
ら
れ
る
な
ど
、
最
先
端
の
が
ん
ゲ

ノ
ム
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
各
地
で

繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
数
年
の
う
ち

に
は
日
本
全
国
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
に
お
い
て
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
予
定

で
す
。
今
後
も
当
院
は
各
医
療
機
関
と

密
に
連
携
し
、
地
域
の
患
者
さ
ん
へ
、

安
全
で
質
の
高
い
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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紫
外
線
に
よ
る

皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
予
防

　これからの夏場
は日焼けが気にな
る季節です。紫外
線は肌の老化を早

め、皮膚がんの発症率を高めますから、日
焼けを防ぐことは大切です。
　紫外線を浴びることによって起こる皮膚
障害には、日光皮膚炎、色素沈着などの比
較的短時間で起こるもの（俗にいう日焼け）
と、長い年月をかけて紫外線を浴びることに
よる光老化、光発がんがあります。光老化
とは、長期にわたって紫外線を浴びた結果、
顔や首などの紫外線を浴びやすい部位の皮
膚のキメが粗くなり、深いしわやまだらな
色素沈着が生じるものです。
　人の皮膚は、その色と日焼けに対する反応
の仕方によって、タイプ I からタイプ VI ま
での6タイプに分けられています。日本人は
タイプ II（明るい肌色で、日焼けで赤くなり
やすいが、あまり黒くはならない）とタイプ
III（中くらいの肌色で、黒く日焼けする）の
人が多く、欧州等の人に多いタイプ I（明る
い肌色で、日焼けで赤くなるが黒くなりにく
い）と比べると、紫外線による皮膚障害のリ
スクは比較的低いと考えられます。しかし、
タイプ III の人は、日焼けで黒くなりやすいの
で、美白にこだわる方にとってはますます日
焼けを防ぐ必要があると言えます。
　紫外線の中で、皮膚の表面の浅いところ

にしか到達しない光（UVB）は色素沈着・シ
ミの原因となり、皮膚の比較的深いところに
まで到達する光（UVA）はしわや肌のキメの
粗さなどの光老化の原因となります。ご存
じの方も多いと思いますが、日焼け止め（サ
ンスクリーン）の紫外線防御力には2つの指
標があります。波長の短い UVB に対する防
御効果の目安であるSPF（Sun Protection 
Factor）と、波長の長いUVAを防ぐ力の目
安であるPA（Protection Grade of UVA） 
です。SPF は1～50+、PA は + ～ ++++
までの段階で示されます。UVA、UVB の両
方を必要に応じてしっかり防ぐのが良い日
焼け止めということになりそうです。
　ご参考までに、日本化粧品工業連合会の
推奨するサンスクリーンの選び方を表にお
示しします。

生活シーンによる日焼け止めを選ぶ目安
（あくまで目安であり、効果は、スキンタイプ、塗る量や皮膚に
とどまる量、紫外線を浴びる時間等により影響されます）

生活シーン SPF PA
日常生活（散歩・買い
物等） 5～20 + ～ ++

屋外での軽いスポーツ
やレジャーなどの活動 15～35 ++ ～ +++

炎天下でのレジャー、
リゾート地でのマリン
スポーツ等

35～50+ ++～++++

 （日本化粧品工業連合会より）

　

皮
膚
科
長　

秋
山　

真
志

特集 1「がんゲノム医療中核拠点病院」として
新たながん治療を提案

平成30年2月16日、名大病院は「がんゲノム医療中核拠点病院」に指定されました。
指定に先駆け「ゲノム医療センター」を整備し、4月からがんゲノム医療の提供を開始しています。
がんゲノム医療の特色や今後の展望などを、化学療法部の安藤雄一教授にお聞きしました。

がんゲノム外来を新設しました

　当院は、「がんゲノム医療中核拠点病院」に指
定されたことを受け、がん遺伝子パネル検査の
実施を希望される患者さんを対象に、「がんゲノ
ム外来」を開始しました。
　がんゲノム外来では、がん遺伝子パネル検査
について専門の医師から詳しい説明を聞くこと
ができます。検査を受けるかどうか、患者さん
自身が十分に考えた上で決めてください。
　なお、この外来の受診に際しては、主治医か
らの紹介状及び診療データに加え、専用の申込
書が必要です。また、がんゲノム外来にかかる
費用は、セカンドオピニオンと同じように全額
が自己負担（約3万円）になります。
　その他、受診を考える上で気になることがあ
りましたら、がん相談員までご連絡下さい。

【問い合わせ先】
　がん相談支援センターがん相談員
　052-741-2111（代表）
　※交換手に「がん相談」とお伝えください

【受付時間】
　月曜日～金曜日（祝祭日は除く）
　9：00～15：30
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特集 2
　

臨
床
工
学
技
士
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
職
種
か
と
思

い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
自
己
紹
介
し
ま
す
。

当
院
に
は
、
医
師
や
看
護
師
の
他
に
、
診

療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
と
よ
ば

れ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
も
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

の
中
の
一
職
種
で
あ
り
、
医
療
機
器
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
医
療
に
は
医
療
機
器
は
不
可
欠
で
あ

り
、
多
種
多
様
か
つ
高
度
化
し
た
医
療
機

器
の
安
全
確
保
と
有
効
性
維
持
の
担
い
手

と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

名
大
病
院
で
の
臨
床
工
学
技
士
は
主
に

「
Ｍ
Ｅ
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
で
す
が
実
は
、
日

本
臨
床
工
学
技
士
会
は

臨
床
工
学
技
士
の
英

語
表
記
を
「Clinical 

Engineer

」
と
統
一
し

て
お
り
、
本
来
は
「
Ｃ

Ｅ
さ
ん
」
な
の
で
す
。

名
大
病
院
で
の
Ｍ
Ｅ
さ

ん
・
Ｃ
Ｅ
さ
ん
は
、
次

の
仕
事
を
主
に
し
て
い

ま
す
。

・ 

心
臓
手
術
に
お
け
る

人
工
心
肺
装
置
の
操

作
や
管
理

・ 

透
析
室
や
集
中
治
療

室
で
の
血
液
浄
化
装

置
の
操
作
や
管
理

・ 

病
棟
や
集
中
治
療
室
で
の
人
工
呼
吸
器

の
操
作
や
管
理

・ 

心
臓
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
室
で
の
血
管
内

超
音
波
診
断
装
置
の
操
作
や
、
医
師
の

助
手

・ 

手
術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
で
重
症
患
者
に

使
わ
れ
る
機
器
の
操
作
や
管
理

・ 
植
込
み
型
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
・
植
込
み
型

除
細
動
器
な
ど
の
操
作
や
チ
ェ
ッ
ク

・ 

重
症
循
環
不
全
や
重
症
呼
吸
不
全
に
用

い
る
体
外
の
補
助
循
環
装
置
の
操
作
や

管
理

・ 

輸
液
ポ
ン
プ
、
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
な
ど

の
多
数
の
機
器
の
管
理
・
修
理
・
保
守

点
検

　

最
近
で
は
先
進
医
療
と
し
て
、
補
助
人

工
心
臓
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
」
な
ど
の
臨
床
支
援
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

名
前
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
名
大
病
院
で
は
、
現
在
37
名
も
の
臨

床
工
学
技
士
が
、
日
々
、
病
院
の
縁
の
下

の
力
持
ち
と
し
て
、
医
療
機
器
の
安
全
管

理
を
行
っ
た
り
、
心
臓
手
術
や
人
工
呼
吸

器
、
血
液
透
析
治
療
な
ど
に
用
い
る
多
種

多
様
な
生
命
維
持
管
理
装
置
を
操
作
・
管

理
し
、
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

臨
床
工
学
技
士
の
ご
紹
介

医
療
技
術
部
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門　

臨
床
工
学
技
士
長　

野
口　

悟
司

　

み
な
さ
ん
は
ホ
ル
モ
ン
と
聞
い

て
、
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
男

性
ホ
ル
モ
ン
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
な

ど
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
は
こ
の
他

に
も
多
く
の
ホ
ル
モ
ン
が
体
の
中
に

は
存
在
し
、
そ
の
い
ず
れ
の
過
不
足

も
体
に
様
々
な
不
具
合
を
も
た
ら
し

ま
す
。
例
え
ば
、
国
民
病
と
呼
ば
れ

る
糖
尿
病
も
、
膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の

作
用
が
十
分
で
な
い
た
め
に
血
糖
値

が
上
昇
す
る
病
気
で
す
。

　

一
般
に
血
糖
値
は
血
液
を
用
い
て

測
定
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

を
し
て
い
る
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に

は
、
指
先
を
針
で
刺
す
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
血
液
を
用
い
て
、
日
々

の
血
糖
値
を
自
ら
測
定
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
針
を
細
く
す
る
な
ど
、

痛
み
を
軽
減
す
る
様
々
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
針
の

痛
み
が
完
全
に
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
血
液
を
用
い

ず
に
血
糖
値
を
測
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
を

体
に
取
り
付
け
、
そ
こ
に
読
み
取
り

機
を
か
ざ
す
だ
け
で
、
そ
の
時
の
血

糖
値
だ
け
で
な
く
、
一
日
の
血
糖
値

の
推
移
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
医
療
機
器
の
適
応
は

ま
だ
一
部
の
患
者
さ
ん
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
誰
で
も
い
つ
で
も
簡
単

に
血
糖
値
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
血
糖
値
が
上
昇

し
て
し
ま
う
よ
う
な
食
生
活
の
乱
れ

（
例
え
ば
お
菓
子
の
摂
取
な
ど
）
は

お
の
ず
と
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

診療科レポート「糖尿病・内分泌内科」
糖尿病・内分泌内科長　有馬　寛

一日の血糖値の推移

朝食 昼食 夕食

Nagoya Disease 
Information Centerナディック

通信

ナディック「患者の集い」について

　患者情報センター（広場ナディック）では地域連携・患者相談センター主催
のナディック「患者の集い」を行っています。
　昨年度はがん、小児がん、肝疾患の患者さんやご家族等を対象に交流会や
講演が行われ、多くの方にご参加いただきました。
　今年度も病院に来院される患者さんやご家族の生活、社会支援につながる
情報提供を行えるよう、また患者さん同士の交流の場を提供できるよう、様々
な企画を検討しています。
　また、治療や通院に伴う緊張やストレスの軽減を目的とした、ストレッチやリラックス
の方法をお伝えする会も開催していますので、興味のある方のご参加をお待ちしています。
　詳しくは院内の掲示もしくは地域連携・患者相談センターまでお問い合わせください。

〈開催場所〉中央診療棟Ａ2階　広場ナディック　　〈開催日時〉毎月1回　13：30～
〈参加方法〉事前申し込み不要　参加費無料　　（問い合わせ先　地域連携・患者相談センター　052-744-2663）

新
任
の
ご
挨
拶

　

４
月
１
日
付
け
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
長
、
５
月
１
日
付
け
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
病
院
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
科
の
患
者
さ
ん
を

診
療
対
象
と
し
、
各
領
域
の
疾
患
で
生
ず

る
様
々
な
障
害
を
チ
ー
ム
医
療
で
改
善

し
、
社
会
復
帰
等
を
目
指
し
ま
す
。

　

名
大
病
院
は
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
が

ん
患
者
さ
ん
を
診
療
す
る
中
心
的
病
院
で

す
。
幸
い
に
も
肉
腫
（
サ
ル
コ
ー
マ
）
診

療
に
長
く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
が

ん
患
者
さ
ん
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
／
病
院
教
授
　
西
田
　
佳
弘

人工透析装置の準備・操作をしています。植込み型ペースメーカ手術時に、プログラマー
と呼ばれる機器を操作し、医師の指示の下、ペー
スメーカのチェックを行っています。

開心術の際に、人工心肺装置を操作し、手術のサポートを行っています。
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　日本人の糖尿病患者に一般的な2型糖尿病の患者さんで
は、「食事療法」が治療の基本となります。食事療法は単に
食事からのエネルギー量を減らせばよいわけではなく、エネ
ルギー量を調整しつつ身体に必要な栄養素を過不足なく摂
取する必要があり、栄養バランスが非常に重要です。
　当院の糖尿病食は日本糖尿病学会編・著の『糖尿病食事
療法のための食品交換表』に準じた形で構成されており、
960kcal ／日から始まり、1040kcal ／日、1120kcal ／
日、1200kcal ／日…と、2400kcal ／日まで、80kcal
ごとに食事を用意し、医師の指示エネルギー量にきめ細や
かに対応できるようにしています。また、1日を通した食事
の栄養バランスは、三大栄養素である「炭水化物・たんぱく
質・脂質」を、エネルギー比率で炭水化物が50～60％、た
んぱく質が20％まで、残りを脂質で摂取するようにしてい
ます。これは2型糖尿病の治療で推奨されている比率です。
また、食物繊維の摂取は食後の血糖上昇を抑制する働きがあ
るため、毎食必ず野菜料理を含めていることもポイントです。

　これから季節は梅雨に入り夏へと移
りますが、この時期に湿気や暑さで食
欲が落ちる患者さんをよく見かけます。
トマトケチャップは程良い酸味のため暑
い時期も食べやすく、豚肉は疲労物質

（乳酸）が身体にたまるのを防いでくれ
るビタミンB1を多く含んでいます。豚肉
は「ロース肉」より「もも肉」の方がエ
ネルギー量が低いため、同じエネルギー
量内でより多く食べることができます。

分量（1人分　159kcal）
豚もも肉………………………… 70g
玉ねぎ…………… 30g（中1／6個）
マッシュルーム……… 5g（1／2個）
トマトケチャップ……5g（小さじ1）
デミグラスソース……5g（小さじ1）
ブイヨン……… 0.5g（ひとつまみ）
なたね油…… 1g（小さじ1／4ほど）
※�分量は糖尿病食1600kcal ／日の昼食又は夕食の
メイン献立を基にしています。

当院の栄養管理部では、「安全で満足度の高い食事サービス、治療に貢献する栄養管理」を理念に、患者さんの
栄養食事指導や入院患者さんへの給食の提供などを行っています。今回から隔回でお届けする新シリーズでは、
患者さんの疾患に合わせた当院の食事のポイントや、おすすめメニューについてご紹介します。

2型糖尿病患者さんのごはん

特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟各階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QR コードでも
アクセスできます！

患者さんの健康をサポートすべ

き医療施設として、病院敷地内

の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

■ 禁煙のお願い

　当院では、患者さんへのサービス・アメニティー等の満足度向上を目指し、患者
満足度委員会において、院内に設置してある提案箱へ投函いただいたご提案から、
サービス改善策を検討し実施しています。
　提案箱では、現在1ヶ月あたり約100件のご提案をいただいており、提案書を回
収次第、患者さんのご意見の速やかな検討を現場で図るとともに、その後委員会に
て、いただいた提案書一件一件に対して対応策の検討を行うことで、サービス改善
を実施しています。
　サービス改善における主な内容については、外来棟1階中央待合ホールに設置さ
れているモニターへの掲示により、患者さんへの回答を図っています。

病院からの
お知らせ
病院からの
お知らせ

　患者さんが利用する設備や機器などは、日々における点検や更新を実施してお
りますが、平成29年度下半期では、以下の改善を実施しました。

（院内における主な設備面の改善）
1）正面玄関にある、車いす・ベビーカーを更新。
2）入院患者さんが使用する製氷機を食堂へ設置。
3）外来ホール待合用椅子を増設。

（院内における主な運用面の改善）
1）オアシスキューブ（コンビニ・コーヒーショップ）内の飲食スペースのレイ

アウトを改善し、利用者の利便性を向上。
2）外来診療科担当医師の休診予定を、新たにホームページで公開。
（名大病院トップページ⇒ご来院の皆様⇒外来診療科担当医のご案内⇒休診表）

提案書からの改善報告 ■ 

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

中
央
診
療
棟
Ａ 

２
階
ピ
ア

ノ
広
場
に
て
、
１
月
26
日（
金
）

に
『
が
ん
患
者
さ
ん
で
作
る
音

楽
バ
ン
ド 

め
ぐ
み
音
』、
２
月

５
日（
月
）に
『
ピ
ア
ノ 

長
屋

純
子
』、
３
月
16
日（
金
）に
『
名

古
屋
大
学
医
学
部 

室
内
合
奏

団
』
の
方
々
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
目
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▲2月5日に行われたコンサート

▲1月26日に行われたコンサート

▲3月16日に行われたコンサート

名大病院糖尿病食のメニュー紹介

ポークチャップ

シリーズ 1

カラダと毎日のごはん
～名大病院の食事とメニュー紹介～

レ

シ

ピ

作り方
（1）��トマトケチャップ、デミグラスソース、

ブイヨン（適量のお湯で溶かす）を混ぜ
てソースを作る。

（2）��フライパンに油をひき、豚肉を炒め、いっ
たん取り出す。

（3）��同じフライパンで薄切りにした玉ねぎと
マッシュルームを炒め、取り出した豚肉
と（1）で作ったソースを入れ、軽く煮
詰める。
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さ
ま
ざ
ま
な
診
療
手
技
が
磨
け
る 

最
新
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
整
備

　

医
療
技
術
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
最
大
の
目
的
は
、
患
者

安
全
の
向
上
で
す
。
従
来
は
、
多
く
の
場

合
事
前
の
訓
練
が
難
し
く
、
医
師
た
ち
は

患
者
さ
ん
へ
の
実
際
の
診
療
を
通
し
て
技

術
を
高
め
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
こ
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
、
近
年
20
年
の
間

に
さ
ま
ざ
ま
な
高
性
能
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
登

場
し
、
模
擬
状
況
で
手
術
な
ど
各
種
の
手

技
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

で
は
、
最

新
の
バ
ー

チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ

を
活
用
し

た
手
術
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ

を
は
じ
め
、

病
態
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ

上
で
再
現

す
る
高
性

能
マ
ネ
キ

ン
、
臓
器
模
型
、
実
際
の
手
術
機
器
な
ど

を
取
り
揃
え
、
医
学
生
や
医
師
、
看
護
師

な
ど
に
対
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
患
者
デ
ー
タ
か
ら

臓
器
模
型
を
作
成
す
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

室
も
あ
り
ま
す
。
手
術
や
血
管
内
治
療
な

ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
室
は
24
時
間
利

用
で
き
、
医
師
た
ち
は
、
普
段
か
ら
手
技

を
磨
い
た
り
本
番
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

手
術
だ
け
で
な
い
多
様
な
目
的
で 

セ
ン
タ
ー
を
活
用

　

本
セ
ン
タ
ー
の
特
長
は
、
医
学
生
か
ら

看
護
師
、
各
診
療
科
の
専
門
医
ま
で
多
職

種
の
医
療
者
が
、
基
本
的
診
療
手
技
か
ら
、

手
術
、
内
視
鏡
・
超
音
波
検
査
、
血
管
内

治
療
、
分
娩
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

必
要
な
手
技
を
訓
練
で
き
る
点
に
あ
り
ま

す
。
手
技
だ
け
で
な
く
、
模
擬
診
察
室
で

は
模
擬
患
者
さ
ん
を
相
手
に
診
察
を
行

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
他
、
全
職
員
が
救
命

処
置
を
学
ぶ
た
め
に
セ
ン
タ
ー
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
外
者
も
含
め
て
年
間
で

延
べ
約
１
万
人
の
方
々
が
セ
ン
タ
ー
で
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
大
工
学
部
、
名
工
大
、
企
業

な
ど
と
の
医
工
・
産
学
連
携
を
進
め
、
新

た
な
医
療
機
器
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

開
発
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
く
医
療
人
の
教
育
を
行
い 

よ
り
良
い
治
療
に
貢
献

　

中
央
診
療
棟
Ｂ
へ
の
移
転
に
伴
い
、
手

術
機
器
の
展
示
部
門
が
充
実
し
ま
し
た
。

近
年
の
手
術
機
器
の
進
歩
を
展
示
す
る
施

設
は
類
が
な
く
、
単
な
る
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ

を
超
え
た
教
育
施
設
と
し
て
、
医
療
関
連

企
業
の
社
員
教
育
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
師
や
看
護
師
、
検
査
技
師
な
ど
病

院
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
最
先
端
の
医
療

に
欠
か
せ
な
い
企
業
も
、
医
療
の
発
展
・

充
実
に
は
重
要
な
存
在
で
す
。
機
器
の

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
私
た
ち
は
、
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
て
機
器
の
開
発
・
改
良
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
人
材
教
育
に
セ
ン
タ
ー
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
を
感

じ
ま
す
。

　

医
療
人
の
教
育
を
総
合
的
に
進
め
、
医

療
技
術
の
向
上
と
発
展
を
推
進
す
る
こ
と

が
、
患
者
さ
ん
へ
の
よ
り
良
い
治
療
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

患者さんへ安全な
医療を提供するために
先端の機器であらゆる
医療技術をトレーニング

医
療
現
場
を
模
し
た
疑
似
環
境
で
医
療
技
術
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
、
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
。
名
大
病
院
の
設
備
機
器
の
充
実
度
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、
中
央
診
療
棟
Ｂ
へ
の
移
転
で
さ
ら
に

規
模
が
拡
張
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
藤
原
道
隆
准
教
授
に
、
特
長
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

肥満症の治療では、
手術も選択肢の一つです
消化器外科二　病院講師　田中　千恵

肥満は、いわゆる「太っている状態」を指し、病気を意味するも
のではありません。これに対して、合併する疾患を有している

肥満を「肥満症」と呼びます。肥満症に合併する疾患として、糖尿病、
高脂血症、高血圧、痛風、心臓病、睡眠時無呼吸症候群などが挙げ
られます。肥満症の方は、合併する疾患によって生命に危険が及ぶ
ため、医学的に治療が必要となります。肥満先進国といわれる米国
では、肥満症が原因で年間40万人が死亡しており、予防できる死亡
原因の第2位と言われています。
　肥満症に対する治療の目的は、糖尿病や高脂血症といった肥満合
併症により早く死に至るのを避ける、合併症を改善する、体重減少
を維持し生活の質を向上させるなどです。基本は内科的治療、栄養
療法、運動療法ですが、内科的治療では効果が不十分である場合や、
効果が次第に弱まり再燃を繰り返してしまう場合に、減量手術が考
慮されます。また、重症肥満に対する治療の中で、長期的な減量効
果の維持が期待できる治療法は、現在のところ減量手術のみとされ
ています。
　減量手術は、胃を小さくすることで食事摂取量を制限することを
基本としています。胃を
小さくする手術の他に、栄
養の吸収を制限することで
体重を減らす方法もありま
す。当院の消化器外科二で
は、胃を小さくするスリー
ブ状胃切除術を腹腔鏡下で
行っています。合併疾患を
お持ちの肥満症があり、減量
手術を考えている方はぜひ
ご相談ください。 スリーブ状胃切除術

中央診療棟Ｂのご紹介
クリニカルシミュレーションセンター

　

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知
は
２

０
１
２
年
よ
り
開
催
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
で
あ

る
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
は
開
催
当
時
か
ら

ラ
ン
ナ
ー
数
１
３
、
０
０
０
名
を
超
え
る
世
界
最
大

の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
で
す
。
今
年
も
、
名
古

屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８
が
３
月
11
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
２
３
、
７
１

３
名
、
出
走
者
数
２
１
、
９
１
５
名
、
完
走
者
は
２

１
、
１
４
５
名
（
96
・
５
％
）
で
し
た
。

　

当
院
は
、
２
０
１
２
年
の
初
年
よ
り
医
療
救
護
班

と
し
て
本
大
会
を
支
援
し
て
お
り
、
本
年
も
６
名
か

ら
な
る
医
療
救
護
班
を
派
遣
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

本
医
療
班
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
と
な

る
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
を
担
当
し
（
写
真
２
）、

完
走
後
の
急
変
等
に
対
応
し
ま
し
た
。
主

な
症
状
は
、
歩
け
な
い
、
呼
吸
促
迫
、
疲

労
で
、
そ
の
背
景
と
し
て
低
体
温
症
や
脱

水
症
な
ど
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
・
４
ｋ
ｍ
地
点
で
は
心
臓
が
停
止
し
た

死
戦
期
呼
吸
状
態
の
ラ
ン
ナ
ー
が
警
察
官

に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
た
ラ
ン

ニ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
等
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
初
期
蘇
生
が
施
さ
れ
、
心
停
止
発
見
か

ら
約
６
分
後
に
、
無
事
心
拍
が
再
開
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
や
観
劇
な
ど
の
よ
う
に
、
一
定
期
間
、

限
定
さ
れ
た
地
域
に
同
一
の
目
的
で
集
合
し
た
大

規
模
集
団
を
、
現
在
で
は
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
呼

び
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
・
イ
ベ

ン
ト
に
医
療
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常

事
態
に
対
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
、
早
期
の
診
断
と
治

療
、
そ
し
て
近
隣
医
療
機
関
と
の
連
携
が
期
待
で
き

ま
す
。
当
院
で
は
、
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
８
の
よ
う
な
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
お
け
る

医
療
活
動
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知

２
０
１
８
に
お
け
る
救
護
支
援
活
動

 

救
急
科
長
・
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
部
長　

松
田　

直
之

当院ではボランティアさんを募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。
■ ボランティアさん募集

● ボランティアホームページ
　   https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/recruit/volunteer/

写真1　名大病院医療救護班の6名

写真2　活動拠点のナゴヤドーム救護所


